
＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○アスパラガス栽培を導入

１．集落協定の概要

市町村･協定名 島根県 簸川郡斐川町 みはらし
ひかわぐんひかわちょう

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
1.5ha 水稲、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ

交 付 金 額 個人配分 49 ％
31万円 共同取組活動 役員手当 19 ％

51％ 会議費 2 ％（ ）
鳥獣害防止対策、水路・農道等維持管理活動出役賃金 30 ％

協定参加者 農業者 2人

２．取組に至る経緯

斐川町は平地が多く基盤整備が進んでいる。そのため、大型機械による省力化などが進

んでおり、担い手も育成されている。しかし、当集落は山間部に位置し、ほ場条件も悪く

担い手が育成されていなかった。集落内で協議し、将来も農地を維持管理するためには、

。 、中核となる担い手を育成することや農家の農業所得向上が必要であると考えた このため

平成12年度に協定を締結し、平成17年度からの新対策の取り組みとして、担い手育成及び

高付加価値型農業に取り組むこととした。

３．取組の内容

、 。 、農地の法面管理や鳥獣被害防止対策を行い 耕作放棄地の発生防止に努めている また

協定内の農道、水路なども管理し農地保全に努めている。

前対策までは園芸作物は作付けしていなかったが、高付加価値型農業を推進するため、

新規作物として「アスパラガス」を導入した。収穫されたアスパラガスは地産地消を推進

するため学校給食などにも販売している。

将来も集落の農業の中核となる認定農業者を平成20年度に育成することができた。

新規作物「アスパラガス」の栽培 共同活動として周辺林地の下草刈り



［集落の将来像］

農作業の中核となる認定農業者を育成し、農用地の集積を推進するとともに、集落内の他の高齢農家

等との役割分担により、担い手が中心となった安定的な農業の継続と一人一人が役割を担い、生涯いき

いきと暮らせる集落づくりを推進。あわせて、集落内の美しい農用地を将来的に守り続けていく。

［将来像を実現するための活動目標]
○認定農業者の育成

○集落内で話し合い、担い手への農用地の利用集積

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 高付加価値型農業の実践
（田1.4ha） ・約0.56ha、年1回 ・新規作物ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽを約0.13ha

作付けた。

共同取組活動

個別対応 個別対応

景観作物作け
水路・作業道の管理 付景観作物としてひま・
・水路0.59km 年4回清掃、草 りを約0.05ha作付けた。 認定農業者の育成
刈 ・平成20年度1名認定農業者と
・道路0.36km 年4回草刈 なる。

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（随時）

個別対応

４．取組による変化と今後の課題等

農地の法面管理、鳥獣被害防止対策などにより耕作放棄地の発生防止となった。また

地域集落の活性化を促し、多面的機能の維持により環境などが守られた。

今後は、集落の農地を管理維持していくためには、農作業の中核となる担い手を育成

し、将来的には担い手に対して、協定以外の集落の農用地を集積していくとともに、ア

スパラガスなど園芸作物の導入で所得の向上を図る。

[平成21年度までの主な効果］

○新規作物としてアスパラガスを作付け ○認定農業者の育成 ○担い手への農地の集積

(当初0ha、H21実績0.13ha） (当初0人、H21実績1人）(当初5849㎡、H21実績5849㎡）




